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一170－　201T9による心筋イメージと99mTC

pertechnetateによる心拍同期心血管造影及びベクト

ル心電図との対比
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　心筋硬塞の患者に201T4による心筋イメージング

を行った。方法は末梢静脈より1β～2pmCiの201

T4を注入し、注入後5分～60分の間に正面、側面、

45f，3（f及び6（アの第2斜位でポラロイドフイルム及

びライフサイズの×線用フイルムに撮影した。これ等

の症例に99mTC　perteChnetate　セこよる心拍同期心血

管造影を行い、又ペクトル心電図による心筋硬塞部位

の判定もあわせて行なった。そしてこの3っの情報に

ついて対比検討を行い、より正確な心筋硬塞の診断を

試みた。この3つの方法は、心筋硬塞によりひきおこ

された心筋の異常を、①心筋組織の破壊変性の有無の

判定と、②その結果としての心筋収縮の異常及び、③

電気現象の異常と、全く異った見地からの情報をもた

らすものであり、それ等を総合判断する事は非観血的

方法による診断に正確さと客観性を増すものと考えら

れる。又201T4による心筋イメージの解像力につい

てはけっして良いとはいえず、今後投与量及び撮影方

法等について更に工夫が必要と思われる。
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非線形フィルタを用いたR工稀釈曲線解析
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　近年核医学情報がルチン化し，B工稀釈曲線や動態

画像について，追跡子のturn　OVer　rateの同定やpa－

rametric　imageの作製が行なわれている。しかし得

られるデータはしばしば関心領域以外の空間的，時間

的重なり合いを生じ，しかもそれ自身雑音を含むため，

パラメータ探索を行なうことは困難でありいくつかの

仮定が必要となる。RI稀釈曲線は普涌、観測雑音，

入力雑音，再循環雑音，現実臓器との相違といった多

くの雑音がこれに含まれる。今回我々はファンbムモ

デルを作製し，これより得られたデータに対して観測

雑音，入力雑音のみを考慮したシステムに対し非線形

フィルタを用いたパラメータの同定を試みた。

　完全混和系を用いた一次おくれ系のモデルにRエを

導入し，その過程をシンチレーションカメラよ9ビデ

オテープに収録した。一一般にRエの観測雑音はポワッ

ソン分布に従うと云われる。ここでは平均値，分散の

正規分布と仮定した。得られた時系列情報に関して一

次お・くれの数学モデノレをあてはめ，Maximum　a　Pos－

teriOri　estimatiOnを実現するような不変埋めこみ

を用いた非線形フィルタ（MAP）にょリパラメータ

同定を行ない，従来の最小二乗法（LS）観測値の平

均の逆数をWeightとする重みつき最小二乗法（WLS）

との比較を行なった。

　上記三者いつれの方法においても，データが長く，

カゥント数が多いほど同定されるパラメータが真値に

近く収束するが，MAP法では入力雑音を考慮した逐

次推定であるため，パラメータ推定値の分散は早い時

系列にお・いて急速に収束する。この事実はしばしば再

循環等の影響によって稀釈曲線後半部の不確定な現実

のデータの解析の上で極めて有利である。しかも推定

モデノレが簡単であれば逐次推定法であるため計算時間

も短くon－line化も可能である。

Presented by Medical*Online


	0702



